
2012年6月25日（月） 16:30～18:00
慶應義塾大学日吉キャンパス　来往舎2階大会議室

参加費：無料（学生の来場歓迎）
会場準備の都合上、塾外の方は事前申し込みをお願いいたします

カラーユニバーサルデザイン
当事者のイニシアチブでバリアフリーを普及させる方策

　バリアフリーを実現する過程では、配慮すべき対象となる当事者へのアンケートや聞き取り調査が行われ

ることが多い。しかし調査者の側が結果を実際の施設や製品設計にどの程度反映されるかには保証がなく、

当事者の側も実現可能性や優先順位を考慮しないで要望の言いっ放しに終わる場合が少なくない。結果とし

て、当事者が真に満足できるようなバリアフリーがなかなか普及しないという問題が起きている。

　カラーユニバーサルデザインは、図表・案内サイン・操作ボタン・表示ランプ・テレビ画面の情報など、

色を使った情報伝達のバリアフリーである。色の見え方は人によって同じではなく、持って生まれた遺伝子

の違いや、網膜やレンズの病気によって色の見え方が一般の人と大きく異なる人が、日本だけでも数百万人、

世界には数億人いる。これらの人にも見やすいデザインを実現するには、微妙な色みの調整だけでなく、色

以外のデザイン要素についても細かい配慮が必要になる。私たちは、科学的知見と調査に基づき、しかもそ

れぞれの製品や施設に特有な制約を考慮した具体的なデザイン改善法を提案するとともに、当事者自身によ

る認証マーク制度を作ることによって、当事者の意向を十分に反映させることがデザインサイドにとって重

要なインセンティブになる仕組みを作り上げた。施設デザインや気象情報など実際の例を紹介しながら、カ

ラーユニバーサルデザインの普及の歩みを紹介する。
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◇東京大学分子細胞生物学研究所准教授
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